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発現亢進が抑制された。in vivo ラットドライアイモデルにおいても、正荷電 Asx 含有リポ
ソーム製剤で高いドライアイ予防効果を確認した。正荷電 Asx 含有リポソーム製剤は細胞と
の親和性が高く、角膜上皮から角膜内皮への拡散が少なく角膜上皮中の Asx 濃度が高いこと
から、より効果的であると推察された。 
今後in vitro及びin vivoドライアイモデルを用いた抗酸化作用に基づくドライアイ治療
薬の探索が活性化され、更には物理化学的特性により眼疾患への適用が困難であった薬物に
正荷電リポソーム製剤技術を適用することによるドラッグリポジショニングが推進されるこ
とにより、ドライアイの治療が発展していくことが期待される。 
 
 
 
